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手背部体表温度分布に及ぼす片側曲池穴鍛刺激の効果

刺録手技の相違による検討
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要旨 異な勺た刺銭手技による生体反応の相違を明らかにするために，サーモグラフィーにより測定し
た，，1<1自由体表地の変化を指僚としてI 各刺鎖手技における反応を比較倹討した 対象は健常成人43名

誠刺激方法の相違により彼験者を，雀啄IIH幻名 ) ， ii'l鉱l伴 (10名) ，韮啄置録群 (10名 〉 とに分けて
おこなった 方法は室内を恒温状態として，被験者の手n部白サーモグラムを測定し左の曲池穴に各

下技にて鉱刺激をおこない，刺激後白サーモグラムの変化を観察した その結果，手背部または手指全
体において 1"(;以上の著明な皮膚温上昇を必めた症例は.指啄群では8.1%，置鋸群では20%，雀啄盤

以併では50% となり雀啄世錨手設は末蛸皮l南温を上野させるのに適した手設であることが示唆された.
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Summary: To invcstﾎgale the influence of diffcrent stimulating techniques of acupuncｭ
ture treatment 00 the distribution of surface 同mpcrature 守 we sludied changes of acti¥'ities 
of surfacc lemperature 8t dorsum manus after different acupuncture stimulalion in 
humans. Subjects of lhis study wcrc 43 hea1thy volunteers. and lhey wcre classified into 
thrce groups according lo the differences in stimulating technique. as tapping , leaving 
the needlc. and the combined stimulation of both. These surface temperatures were 
measured by thermography for 10 mﾎnutes bcforc stimu latÎ on 守 durinιand for 10 minｭ
u回 after stimulation. Acupunclure stimulation was performed on left Quchi (Lil1) 
wilh each tcchnique i.n lhree groups. After the stimulation. we obscrved the changes of 
tcmpcraturc for 10 minutes. Cascs that showcd a sharp increase in 1 oC or morc of 
hand tempcrature were predominant in the group of combincd stimulation of tapping 
and leaving the needlc 叩 comparison w羡h thc othcr group. The comb> ned stimulation 
was suggested to be an appropriate techn緖ue for increase of surface temperature 

Key Words 刺純手技 Acupunclure stimulating technique 
サーモグラフィー Thermography. 末jll循環 Pcriphcral circulat�on 
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はじめに

鋪灸の臨床における鉱刺激方法には，単刺術，

置鍛術. 雀啄術等，様々な手技があり ， 個々の旦l

者の状態に応じてその手技が選択されている。こ

のような刺録手技の違いが生体に及{ます影響はそ

れぞれ異なり，これに対する生体の反応にも当然

相違があると考えられる . これまで， 車 IJ銭手技の

違いが生体に及ぼす影響についていくつかの報告

がみられるが， 統 した見解はl~J ら れず，臨床に

おける刺銭手技の選択も，治療者の経験に頼って

いるのが現状であるそこで，今凪我々は，サー

モグラフィ ー装世により測定した末梢の皮膚表面

温度を指標として，各種の申IJ録手技に対する生体

反応の相違を比較検討したので報告する

対象及び方法

対象 20-40歳代の健常成人'1 3名(男性30名平

均23.8巌，女性13名平均25.8歳) • 

実験手順図 I に測定方法を示す 室温は26.5'C

:t 0.3'Cの恒温状態とし ， 被験者は安静座位にて

前腕を露出してT サ ーモグラフィー装置にて手背

部の皮崎表面混!且zの ñUJ定を行った この状態で，

体表温を安定させ. 10分間の無刺激状態の後に鍛

刺激を行い， 刺激中及び鍬刺激終了後 10分間のj昂

度変化を記録した 図 2 に実験i並行の概安を示す

尚， サーモグラフィー装位は。 日本電子製サーモ

ピュア ー JTG MD を使用した.
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図2 実験の進行

刺激部位及び録刺激方法鍛刺激部位は， 全ての

症例について左rltJ池穴に統一 し，刺激方法は， 臨

床上頒繁に用いられていると考えられる手技を選

択し以下のように被験者を分類した

① l 分間の雀啄術をおこなった後， 刺入した鍛

を 4 分間放置した雀啄i白紙群lW1J (男性 GWIJ.

女性 4 例)

②銭を車IJ入したままiO分間放置した世銀群 10例

(男伯 7 例官 女性 3 例)

③ 1 分間の雀啄刺激のみ行った雀啄群2310J (!1) 

性18例，女性 5 例)

以上の各中IJ銀群において?刺激後の体表視の変

化を比較検討した.また， 鍛刺激にはステンレス

ディスポーザプJレ. 40皿18号鍛を用いι 全ての車IJ

銭手技は，被験者が轡き感:1:1:を感じた後に行っ

た

結果

図 3 に各刺銭l，.'fでの鍛刺激終了後の手背部の体

表滋度変化パタ ンの出現率を示す鍛刺激終了

後10分間の測定中に，手指又は手背部における体

表制度がコントロール時と比較して0.5'C以上変

動したことを基準とし. 5 相]類の変動ノマタ ー ン

(ヒ界型，下向型， ー|時上昇型， 時下降型，不

変型)に分類した 上昇型は体表温が刺激終了後

5 分以内に上昇を示 L . 上昇した温度が測定終了

まで持続した症例とし，逆に， 刺激終了後 5 分以
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図 3 各刺激群における体表温の変動パターンを示す

上昇型 体表温が刺激終了後 5 分以内に上昇を示 L.，
上昇した温度が測定終了まで持続したもの

下降型刺激終了後 5 分以内に温度下降を示し，刺激

終了まで下降したまま経過したもの

時上昇型刺激終了後一時的な上昇を認め ， 10分後

までに元の温度に復したもの

一時下降型刺滋終了低一時的な下降を認め， 10分
後までに元の祖度に復したもの

不変型 j;tJ激終7後10分!日1で， 0.50C以上田温度変化を

認めなかったもの

内に温度下降を示し，刺激終了まで下降したまま

経過した症例を下降型と した.また，州防終了後，

一時的な上昇， または一時的な下降を認め， 10分

後までに元の温度に復した症例をそれぞれ一時上

昇型及び一時下降型とし，刺激後 10分間で， 0.5 

℃以上の変化を認めなかっ た症例を不変型として

分類したものである 図 4 に各変動パターンの代

表例のサーモ グラムを示す

図 3 のグラフに示すよ う に上昇型の出現率は雀

l啄置鍛1拝ではω%，置銭群では50%に認め られた

のに対 L，雀劇詳では35%とやや少ない傾向にあっ

た 一方.下降型の出現率は各訴ともほぼ20%で

あった なお， 一時上昇型は雀啄誼銭群において

10% , 時下降型は雀啄群において 13%に認めら

れたのみで，その他は不変型であった.

また，刺激終了後に手指または手背において 1

℃以上の著明な温度上昇を認めた症例について各

群問で比較検討した結果雀啄置誠群は10例中 5 例

(50%) ， 置鍛群は10例中 2 例 (20%) ，雀啄群

は23例中 2 例 (8.7%) であり，図 5 に示すよう

に雀啄誼銭群で著明な上昇を認める例が多く ，

x' 検定にて径l啄群との聞に有意差を認めた .

図 6 に雀啄後置鎖によって著明な温度上昇を認

めた 2 例のサーモグラムを示す 図のサーモグラ

ムは，温度幅 5
0

Cで測定し，暖色系は高温，寒色

系は低温を示す 図日に示したように 2 例とも

鋭刺激終了後より手背部全体に著明な調度上昇を

認めた

考察

現在，鎖灸治療の臨床において，患者の状態に

応じて機々な刺鯨手技が用いられている このよ

うな刺鍛手技の違いによる生体反応の相違に関し

ては，これまでに西僚らりの報告があ る が，個々

の症例による検討が中心であり，各刺鍛手技が生

体に与える影響についていまだ統的な見解は得

られていない そのため錨灸の臨床では各事[1録手

技の選択は， 治療者の主観的な判断に頼っている

のが現状である. 鍛灸の車[1鍛手技には杉山真伝流

その他様々な方法が知られているト6lが.その内.

雀啄術及び誼銭術は基本的な手技であり . 日常臨

床の場における使用頻度が最も高い刺法である.
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図 4 杏変動パターンの代表的な例を示す

いずれも室温26 . 50C :t O.30C田恒温状態にて測定したものでt 各サ モク'ラムの中心掛u立及ひ'温度

幅は，カラ パーに数値でしめした
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図 5 各群において体表温の I .C以上の上昇を認め

た症例の比率を示す
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図 6 雀啄置錬刺激により，皮膚温の著名な上昇を認
めた 2 例のサ モゲラムを示す

室温26 .5"C :t O.3 .C ， 中心細立及び温度傾は各サーモ
グラム白下のカラーパーに数値で示 した

今回，我々はこの雀啄術と世銀術，及びその 2 つ

を組み合わせた刺激方法を選択し， 各手技に対す

る生体反応の相違をサーモグラフィーによる体表

温度を指標として検討した.

体表温には， 局所の組織の熱産生や熱伝導，熱

放散等.様々な因子が関与するが， サ ー モグラ

フィ ーを行うような一定の環境条件の下では， 体

表潟は，主に皮下の血液循環品に左右されると考

えられる7 -9) こ の皮下の血液循環盟は.皮膚血

管の運動により変化し，皮膚Un管の運動には皮膚

交感神経活動あるいはI血管広張物質や血管収縮物

質の関与が考えられる 10 ， 11 ) • 

以上のことから雀啄世銀刺激における末梢皮満

温の著明な上昇には，何らかの機序を介した皮膚

交感神経系の抑制， あるいは CGRP'2，'3l等の血

管拡張物質が関与した可能性が考えられる，また，

雀啄刺激のみ行った群と誼鍬刺激のみ行った群の

どちらにおいても，体表温度の著明な上昇を示す

例は少なかったことより，雀啄と世銀の組み合わ

せ刺激が末梢の体表制度の上昇を惹起し易いと考

えられた

末梢循環動態の改善は鎖痛効果と並び鍛刺激の

治効作用のーっとして震要視されているが， 今回

の結果から冷え症など末梢循環陣筈に起因すると

おもわれる病態に対しては雀啄超銀法が有用であ

ると考えられた ただ，今回の実験では，対象は

健常成人であり ， 銭刺激後10分間までの変化を捉

えたのみである ι また ， 本実験では同一被験者に

対して，それぞれの手技の効果を比較したもので

はない したがって各刺鎖手技の効果をそのまま

比較することに問題が残るが刺録手技の生体に及

ぼす効果について体表温度分布の枠組みからある

程度の傾向を示したものと考える.

今後は，各刺鍛手技において末梢循環障害を有

する患者に対する長期的な治療効果について検討

する必要があると考えられるーまた，今回は各車IJ

録手技の相違を末梢の皮膚表面調度のみを指標と

して検討しているが.今後は皮膚交感神経機能な

と他の指標とともに多次元観祭を行い， 手技の生

理的意義を解明することが必要であると考える
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